



  A causa del terremoto del 1980, la società e la cultura napoletana subirono una serie di 
cambiamenti che, oltre alle strutture socio-economiche, ne toccarono anche il lato antropolog-
ico. Chi ha perso la casa a causa del sisma, viene relegato in periferia e questo spostamento in 
massa di intere famiglie crea un effetto “fade out” della cultura dei vicoli, che progressivamente 
si affievolisce fino a scomparire del tutto, portando via con sé i cultori della sceneggiata e della 
canzone di malavita, alla maniera di Mario Merola.
  Un vero e proprio mutamento sociale che però porta alla nascita di un nuovo genere 
musicale, rappresentato a pieno titolo da Nino D’Angelo, cantautore e attore, che nei suoi film e 
nelle sue canzoni incarna pienamente lo stereotipo del ragazzo della periferia partenopea degli 
anni ’80, fino a diventare una vera e propria icona, riconosciuto a livello nazionale.
  Sebbene egli sia stato criticato anche duramente per le sue canzoni e la sua “napoletaneria”, 
non ci si può sottrarre da una valutazione sociologica della sua figura che ha legato la vecchia 











































































































































































が使用不可能，そうした危険な家屋に居住していたおよそ 11万 2千人が，退去を強いられた 8）。
　地震から 1年後の統計データは，住居問題の解決が容易ではなかったことを証言している。退



















































































































　計 4本の映画に出演した翌 1982年には，彼の代表作となる《ジーンズと Tシャツ》’Nu jeans 









































































































































































































　まずは 70年代のイタリア国内の年間シングルレコード売り上げの上位 10位を見てみたい 30）。
外国人アーティストによる楽曲の割合は比較的控えめで，70年には 5曲，71年 2曲，72年 1曲，
73年から 75年まで 2曲，76年 4曲，77年 5曲，78年 3曲，79年 4曲と，年によって多少の違
いはあるものの，基本的にはイタリア人歌手による楽曲が半数を上回っている。また，73年に
エルトン・ジョンの《クロコダイル・ロック》Crocodile Rock，78年にビージーズの《ステイ
ン・アライブ》Stayin’ aliveが年間 1位に輝いたことを例外とすれば，その他の外国曲が上位 2
位にまで昇ったことはない。
　ところが 80年代になると，外国曲の割合が飛躍的に増加している。80年 5曲，81年 6曲，82
年および 83年 7曲，84年 8曲，85年 7曲，86年 8曲，87年 9曲，88年 3曲，89年 5曲と，ほ
とんどの年において半数以上を占めている。その内訳をみても，89年にエドアルド・ベンナー
ト Edoardo Bennatoの《ビバ・ラ・マンマ》Viva la mammaが年間 2位に輝いたのを例外として，























































































 2） 1972年の ’O surdato ’nnammurato（CGD）と，1974年の Napulammore（CGD）。とりわけ前者
に収録された表題曲は，今でも同曲の最高の歌唱として親しまれている。
 3） Alan Sorrentiは 1930年のナポレターナの名曲 Dicitencello vuje（1974）をプログレ風にカバーし
ている。また，1915年のナポレターナの古典曲をカバーした Giardino dei sempliciのセカンドシ
ングル Tu ca nun chiagne（1975）は大ヒットした。
 4） 近藤（2019）参照。
 5） D’Angelo （2010）, p. 61.
 6） Idem.
 7） 1979年と言えば，マリオ・メロラが『マンマサンティッシマ』Mammasantissimaから『ナポリ




 8） 1981年 1月のデータ。Cfr. Dal Piaz, p. 127.





11） 1989年に『ニュー・シネマ・パラダイス』Nuovo Cinema Paradisoでアカデミー外国語映画賞と
カンヌ国際映画賞のグランプリを受賞したジュゼッペ・トルナトーレ監督のデビュー作『教授と
呼ばれた男』Il camorrista（1986年）は，ラッファエーレ・クートロをモデルにしている。
12） Barbagallo （2010）, p. 126.
13） D’Angelo （2000）, p. 93.
14） 同アルバムには他にも《友情》Ll’amiciziaなど，思春期の友情や恋愛を歌ったポップな楽曲が含
まれていて，悲惨で劇的な影のある生活を描いたナポリ歌謡とは一線を画している。
15） AA.VV. （1997）, p. 159.
16） 《星の下で》Sotto ’e stelle，《ロックンロール》Rock and Roll，《グアイヨンチェッラ》Guagliuncella，
《僕は君を選んだんだ》Aggio scigliuto a tteなど。
17） その後 15年の月日を経て 1999年には，ジージ・ダレッシオとダブル主演した『百歳までも』
Cent’anniが制作されている。
18） 1984年の映画『ニューヨークのシュクニッツォ』Uno scugnizzo a New Yorkでは，ニューヨーク
を舞台に，歌手としての成功を夢見る移民の少年「ニーノ」を演じている。
19） Cfr. De Blasi （2017）.
20） La Capria （1999）, p. 48.
21） 『百歳までも』（1999）では，有名歌手マリオ・メロラとして演じている。











26） Capuano e Zukkurat （1999）, p. 100.



















32） Aiello （1997）, p. 55.
33） 「レモンの枝」は，屋外の離れた場所にいる相手にメッセージを伝える際に使われた歌唱法で，
物売りたちの掛け声に典型的である。劇作家ラッファエーレ・ヴィヴィアーニ Raffaele Vivianiは
しばしば，劇中歌に取り入れている。Cfr. Scialò （2017）, p. 216.ヴィットリオ・デ・シーカ






や音楽通たちの批判の的となっているのも事実である。Aiello （1997）, p. 53.
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